
【事業収支計画① (F1T充電モデル)]

収入{干円ー
曇輝　　　　　　　　

　　　　　 　　　事業収支
計画 (内部
収 益 率
(IRR)を
含む。)

-旭部収益 15
肇(1RR) 20 年



平成29 年度に具体化する取組
・樫認紘湯所の特定i済)

・空地、地盤塾1嵐済)

・施設の謎計、殺器の発注

・笑納主体の発足、体制整1南

・第 1号樹へのふん尿受け入れ農家の特定、農家との受け入れ内害の合意

・北・海道重力との逗系契約
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・分析機関との協力体制磁肯{北大工学研究院との蓮幕、姉釧路バイオマス研究所(仮称iの設立・

5年以内に具体化する取組
1号裾につし、て

　　　　　

・発電機等必要な機器の設置
・原材料(ふん尿扇 の受1ゴ入れ熊雄

・バイオガス生産の開始△

・北海道電力への連系

・売雷開始

・原料・消化液の分析、配布

g機以降
・18 機の啄1罫劫向を見ながら1順次建設計画作成・扇数等との調堅・ふん尿受入れの埜1南を進める‐

35 年度までに、3箇所の 500kw 規模の能力を持つフラン

10年以内に具体化する取組
年度(2026 年度J には、以下を目指すこととしだし、

き村内の畜産辰家から様出されるふん尿のうち、バイオガス土産に遣したものについて、できる

tイオガス生産に利用するへ

に設置される太陽光発車プラントと合わせ、村内で清白される重力謡に樽当する国のを再生可能
エネルギーにより生産する、「エネルギー地主飽満の稲」

動業と課題

・地震鍔源による亀気、熱の生産

・畜嘩農家の1乍業環煮の改き
・ふん尿の液肥化による施肥1員境の改善・適正化

禦 ‐家畜ぶん駁散布時嚇 鰯など震騰 磯責
・再生執縛の利用によるコストダウン

・バイオガス利用の新しい姿が学.罫ことができるエゴツーリズム、グリーンツーリズム、環境教

育の拠点
バイオガス生産には、適切な原材料の投入が不可欠であることから、

・原材料であるふん尿の農・この確保

課 ・その他村内から発生する際夏物の;効利月

題 ・メタン発酵の精密制御によるメタンガス生成量の安定化
・土壌・液肥の成分分析による誹作濃境の高話適正fヒ
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4.3 木質バイオマス発電・熱利用プロジェクト

f ブ□ジェクト概要

謬業概要

施設整備計画

製品・エネルギー

利用計画

事業費

年度別実施計画

・協定終帯の近隣地域との協議によるチップの安定供給の確約

・事業計画の策定

・木質バイオマス発電施設の実施設計
・木質バイオマス発電施設善工

・木質バイオマス発電飾設本格稼働

効果と課題

・間伐材利用の塚注、未利用林地残材の活用

・災害鮪にお17るエネルギーの復候

・化石燃料ラ当際二と=愛1ヒ凌奉拝「山の割減

・安定的なチップの健保

・村陸の木利用材による、熱供給と売電事業を行う‘

・間伐材や林地残材など小貫チッフから合威力ス燃料に変換し、ガスエンジンに

て発堕する‘

・小型パッケージ化された装置であるため、属し、敷地及び複雑な工事は不婁.T

湯や公共胸ー燈でも簡単に渡警可能である“

・村外業者 (進出予定)株式会札ジエネックス

小貫チップ廉木集荷地域 ;鶴居村村内山林

設備所在地 :北海選河墓都鶴居村睦言函 1‐1

・森林組合から未利用材を年商御 1,500m 種目達する,

・木賃チップ原木美杉範医は当該木質バイオマス発電施設から約 20km 圏内。

・予定購入値屯は lm3 あたり3,500 円 (tU土湯の薦台)、4,700 円 (集積場

の厩舎)〔水分率反 )%′イ50%) である、

・認可され次男、発電システム (コンテナ)の設置、

・発電容冨 49kW

・筆電された巨気エネルギーは金三北海道電力へ売雪予定“

・熱エネルギーにつし、ては、庁舎内0書房などに利用、

・1億円

・平成 30 年度内の親可を目指し、平鳩 30 年腰からの稼動を目指す

3年以内に具体化する取組
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『 鴇書き濁りキーき瀞 編 機気酌ミ発 き‐
‐r r -, .▼, : - 『 - - . 「 - - ‐F , , - -

・森林組合では未利用材が有価物として取引される。
(おか粉にならなし、木材やタンゴ□などを利用し、既存の木材の流れを妨げない。)
・鶴居村公共施設内の暖房として熱利用を検討。
・町外事業者は売電事業を行うが、売電のみでは採算性が悪いので、実証プラントとして位置づけ。

一繁昌』
鶴居村公共施設 [.饗勘太し、技及m

竺

・

　　　　 　　 　　 　　　　 　
　
　

マイク□ 7葛瀞 チップ製造 約1・500m3/ 年 森林組合
バイオマス
システム *
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5 地域波及効果

5.1 経済波及効果

本村にお てバノオマス産業都 衛想を特進するこねこより、計画期間内(平成 38年

度までの 10年間) に、次のような市町村内外への波及効果が封1待できる

本構想における事業化プロジェクトを実施した端今に想定される事業費のうち、義人を

予定し‐〔いる機器を除く、‐べて地域内で需要されると仮定して、北海道産業涜関分析シ

ート(根室釧路圏平成 17寸・データ) を用いて試算した結糸、以下の経済波及効果が期待で

きる

表 北海道産業連関分析シートによる経済波及効果 (単位 .億円)

都- 県* 終需翌培圃 35,.6 ‐ 1
ー 1

雇用者所得誘発額

直接靭果

1次姓産誘発効果

2次生建臨誘発効果

※ 直接効果 ,需要の1智力ロによ′て新から生豊信戦が発生し、このうち都道府県内小′ー‐藍活動に彩郷を夏}.〔

す循 (ー祁消軒県内最終斎雲増加額)

※ 雲 1次管秦波及劾衰 (1次効果)二皇“功米が波及するこ′‐‘-,工“、と商活動に必要な財・サービスか

各産業 ,)・6調達 さォv、これらの財 ・‐サ・ビスの生唾に必要となる原

材料等の竺直が次々野誘鷲される,:とによる′1‐墜誘発額

※ 第 2多く間接波及効果 (2次効果):生産活鉢 (-;核効果及てメ1次問感波及効果)iニよって躍際考所得が

誘発されることに,:り、さらにそが) 割}が消費に回る~ とによって

生産が謎庵されるこHr tる生育誘嫌額

※ 談合効果 ;直接効果、 1次間接蜜及効果及び 2歌間接波及効果の合計

5.2 新規雇用創出効果

小構想における事業化プロジェクトの実施に」二 、以下?)新規雇用者数の増なめ;期待

できる‘
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表 新規雇用者数
学業化ブ□ジエクト

家畜ふん尿有効利用プ□ジエクト

木質バイオマス発電・澱禾j用プ□ジエクト

新規雇用者数 (人)

5.3 その他の波及効果

バイ マス′姿業都市構想を推進するrとにより、経済波及幼具や新規雇用創出効米の

他、以下の様々な地域波及効果が期対できる,,

表 期待される地域波及効果 (定量的効果)
期待される効果

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

地

一

リ
立

地廉温暖化防止
低廃案社会の構築

廃棄物の涌観

エネルギーの創出

防災・減災の対策

余剰熱利用による新規定
用の創出

流入人□増加による

・バイオマスのエネルギー未」用

による化石燃料代替三
・バイオマスのエネルギー利用

による1ヒ行燃料代雪費
A重油換算)

・温室効果ガス(C02)排出削減塁

・エネルギーの汐産地…肖率

=生産されたエネルギーの村内での消費
量/村内で生産されるエネルギーの=

・消化液利用による肥料購入費軽減

・産業廃棄物処逗量の削減量

・地域エネルギー自給率

」バイオマスによるエネルギー供給毎/
刊内エネルギー消費量 (一般家窟)

・電気及び熱の供給

・蓋芸施設にお1ブる新規雇用

・バイオマス活用施設への弓タトからの視

察・観光音数

足濠効果 i
宅気 :9,895MWh ′年

2億989 万円ノ坪

Z335t-C02/ 年

電気 :100%

熱 .1(X)%

消化液肥料成分の経済効果

電気 : 294%

無 :14,1%

電気 :9,895MWh ′年

新規肩川者 :28X3 施設

8,000 干円

宿泊費8千円×視察者1千人)」

また、ド講じ不参.ような定員指導例によっても、様々な地域波及効果を罫姪することが

期待 - きる。



表 期待される地域波及効果 (定量指標例)

略される効米 1 定綿鰯

6 実施体制

6.1 構想の推進体制

本構想が有効に機能し、具体的かつ効中的に推進するためには、プラントの設置運営

だけではなく、家畜ふん尿の収集、生産される液肥の散布等が、‐迫の流れとして、常

時、適切に動いていることが不可欠である。そのためには、畜篠農家、地域が有機的に

連携する【とがィ・g1火となろ,,

また、原材料‐である家畜ふん尿や肥料として散不」される油肥の者.質管理、メタン発酵

の調整特薦、機器のメンテ・テンスなど、専円的な観点からも適切な管煙が必要となる。

そのため小橋4段で檀、プラント設置,′運営会社だけではなく、運営に関わる鶴居村、

」A くしろ月頂、事業者、一也元企業から橘-」にされる「鶴居村バイズガス推進協議影≧」を設

置し、関係者間の述総調整、・構想の進捗管理、変更の決定などを行っていく‘

妊主体の協勘

一

派
・環境活動等の当及琶光

-バイオマス活用推進に関する広報、アンケート、イベント (セミナー、シンポ

ジウム等)の実施回数、参画人数

・初民の球猿意識向L

等)への参画人数

バイオマス活m推進に関するアン一 冊 シンポジウム

.

r資源こみ零の回収量

・険嫌教育

-バイオマス活用施設の視察・見学、環矯教育開運イベント等の鹿町回数、参加 1

人数



　　　　　　　　 　　　　　　　　　
バイオガスプラントメー力- 雪 g票家アンケート鯛　 　　　　　　　　 　雪 g票家アンケー 1

　 　 　
鴇髭刊バイオマス利粘用遷進計 [嚢m 尾 ‐
回 (平威29年度受託手蔓) コンワルタン 夢　

奏 +憲にまヒアリンク胴否

バイオマス洋美都市構想
の修正

事案提案◆1謬れ象娯

　　　　　　　

ふん扇・バイオ液鱗の輸送麓馨

1 方フント縫瀞ぎ=--奨 1

バイオエネルギーの!隙飽湾

バイオガス事蔓巻

[扇らかには〕にー
バイイカス亭著の
く1) 事業隆宏は、
　　　　　　　　.3膜家意見のとりまと

め

実績瀞棄
一
壷
鯵ー
に

r 余乾叙＼ 修フロジエクトく水旨バイオ▼覇
:力スケート÷ との逐携

1利月なと.1 ハウス裏業など引罰さ業の嘩祭 1

図 構想の推進体制

6.2 検討状況

大村でふま、
ー
鶴居村バイオマス産業都‘i」構想検討会 を設置し、バイオ・マス産業都市構想

策定に向けた検討を行っている‘これまでの検討状況をト表に示す。

表 バイオマス産業都市構想策定に向けた検討状況

年 月日 ブ□セス

グリーンパートナーシッフブラン補助金 (遍

壕省)により、フィージビリティ調査 (FS

調沓)実施
平
成
2
7
年
度

8月7B バイオガスプラント予定焔調査

1ィ月30 日 バイオマス産業都市柊想検謎

村内の再生可能エネルギー利用のポテンシ

ャル、特に家畜ふん尿を利用したバイオガス

事業の可能性について、データ収集/分析、

豪家アンケート雲を実施

熊居村、JA くしろiゴ頂、プラントメーカー

で候補地を諺査

GI



1月 14日 バイオマス産業都市渥態模副

=

2月8~12 白 バイオガスブ○ジエクトについての勉強会

バイオマス産業都市海想検討

5」一16日 鶴居村議会に説明

平
成
2
8
年
度

5月23 日~30 日 鶴居利での靴飯調書

7月4日 銀き村後家説明会

8月160~21 日
バイオガスプラント海外先進地視察

(フランス)

11月24日 露家説明会

2月27口 農家説明会

3月1日 豪家説明会

4月12日

平
成
2
9
年
度 4月 25 □~28 日

鶴居村バイオマス活用推進計割策定業務委

託 (村当初予算)

地区別でのバイオガスプラント説明会開催

(計6地域)

骨格につし、て候討

1ムNAsKEO 社のコンサルティングによる

バイオガス事業の特徴、技術、マネジメント

の善意点等について肩報奥行

骨格について検討

事業者 (クールアース、NASKEO 社) と渡

井村、JA くしろ丹頂により、畜産濃家の状

況なと浸地調査実旗

優居村、三楽背 (クールアース)より農家同

鶴居可、JA< しろ丹頂、鶴居ム=議会、事業

者でフランス国刃におけるバイオガスプラ

ント3際所視察

バイオカスブラント1号機近傍地農家への

説掌会

バイオガスプラント「弓機近傍地震家への

説明会

バイオガスプラント1号機折1g漣農家への

説明会

村隣誰農家全戸に絶するアンケート調査及

び各地域でのバイオマス勉強会を開1汀し、村

全体で収り組む事業計画として見直す,

下雪理、弱雪理、支雪禅、上t晃2 、幌8 、ト

久当呂地反で勉強会を開清,道勾各地で取り

組まれているバイオガスフラントの動向や

1消化液・再生敷料の利用につし、て情報交換。



7 フオローアップの方法

7.1 取組工程

小構想における事業化プコジ‐こクトたれ取組工程を◆-・岡に示す,

ムー稀は、社会情勢等も考慮しながら、進捗状況や取組による効果等を確認・把処し、

必要に応じて変更や修 .ド等、最適化を図る“

原則として、5豊後の平成 33′,:度を目途に中間汗制を行い、情窓の見直しを行う、

バイオガスプラン 1・の施設建設 1:車は、平成 29年 5 唯頁に者 "「:、発酵楢への乳牛ふん

尿の投入による立 r;開始は平成 30ィド5月頃を予定、本格稼働によるバィ ガス発竜・売

需半蔵 :{{)年 7月を予定 Lてン、る。

図 本構想の取組工程
年 H29 H30 H31 H32 1H33 H34 日35

2017 2。18 2019 2020 2021 2022 2023

H30

2018

H31

2019

H32

2020

H33

2021

H34

2022

H35

2023

H36

2024

H36

2024

H36

2024

試運転oー
;
本磁禄測

;

建設
試運転一

本禍稼餐

1、2号機の稼働
状況を踏まえだ」
計画策定

建設

-
▼

▲
-

丁年信 濃 30 H31
2017 2018 2019

1号機

　　

」也区

　　　

　　

池区

1、2号機の稼働　　　　　　計画策定
-- ー「÷ー ー

木貨バ 言t圃策定 .r
羊 1

イオマ ー ー 1
↓ス発電

7.2 進捗管理の指標例

本構想の進捗状況の管理指標例を、プロジェクトごとに次衣に示す,,
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表 進捗管理の指標例

全 体

<バイオマスの利用状況>

・筈バイオマスの利用量及て蹄」用率と□標達成率

・エネルギー (電気・熱)生産量、地1或内利用三 (地産焔淵率)

・□標達成率が魅し、厩舎はその泉区

・バイオマス活用施設にお1ブるトラフルの発牛状況

・廃棄物処理室 (可燃ごみ話、こみ雲、総合負担金等)

・これらの故き策、等

<バイオマス活用施設餐惰の湯含>

・副画、設計、胸元説qE、工事春の工程通りに進んでいるが

・遅れてし、る鳩合はその原因や対策、尊

家萱ふん尿有効利用フ□

ジエクト

木質バイオマス発電・熟

利用ブ○ジエクト

1

・発電三目標 (3プラントで a465,933 MWh) を拝成できてし、るか。

・余剰熱く3プラントで 6,4E37Gcal)の利用状況

・発重量目標 フラントで 438MWh) を達成できているか、

・余剰熱 (1プラントで 788MWn) の利用状況
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7.3 効果の検証

7.3.1取組効果の客観的検証

小構想・を・だ現するため‘こ国漉轍癖寡駆竪瀞
施‐する各事実化プロジゴ

- -r ‐ゴ ーー
こ
‐-
-

Q雨※の方向性と只曾於鞄霧の娘示
10 多;『:応じ縞鯵の兄燃し実施‐する各事実化 プ ロジゴ 10必;「:応じ縞りの兄匙し

クトの迄欝 醗 上ぴ取粗 ‐
辱効果の検証は、各プロジェタ ー

　　　　　　　　　　 　　　
に実施す る,, 0鑓策の突施仏況

0藻感状坂などの捧認評価

具体的には、構想の策定か ..諭
畿
,
『
--

鯖雲禦ぐ耀潔寮費 -,尾霊園獅■1 ,. = デ
ー
′r≧ L

ィ-:的な動向や進捗状況を把 遮垂口金

侵し、必要に応 て]標や駅 図 pocAサイクルによる進捗管理及び取組効果の検証
組内容を見直す「中間評価」
を‘テう

主ノセ、計画期間の最終年露においては、バイ〆‐マメの利用量・利用中及び‐具体的な取

組内容の進捗状況、木幡想の取組効果の指標につい-[杷懇し、事後評価時点の構想の進

歩状況,や取組の効果を評価する 対策を才」い、実効様を高めていく。また効果の検&-給

米を踏まえ、必要に応じて構想の見直1を行う。

なお、中間評価並びに事後評価にっし、て将、必要に応じて鶴足そ煽̂ 1環境審議全そ環境

基本司‐面持達委員会等に報告し意見を求め、各評価以降の構想等の推進に反映ナる.

昨年度の反省を踏まえ、今年度当初上り・テーぐに 6 回にのぼる現地勉様公表おこない、

さらに将ボとも原料となる家畜ふん尿が安定的に利用できる:とを]的にアンケート調

査をおこなっ升‘4千頭羽のバイオガス希望額数が確保でき、全村 )ド:{の鴎数をカバー

すること力今できた,将来は 100%のバイオガス利用率にすることを]指すが、まずバー 1・

ナ一介業との 1号機の安定的稼働を全村ありん(取り紅そんその後、鶴居村の家畜ふん尿

性状に最適な「バイズ‐ガスプラント技狩」の改良、家畜ふん尿収集と消化液散布のため

の事業連携を含めた 1L くみ ′~くりにフィ‐‐ドバックーrる rDCA サ イクルをまわし、2

U‐機以降への亮型,覧威を拡大している‐
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「‐地域経済に対する効果 農業者

・消化液施用効果 評価会 ユ
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の
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最
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・労力削減効果など 1 適 ー 第

2‐事業者に河する評価 モデル ? - な 署
第
三
者
に
よ
る
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・利益の適正評価 (不足、過剰) 検討 ,

・2・3号機への反映する技術項目 ズ

3.環境貢献評価
・臭気など地域環境への改善 技術評

価検討
: :

　 　
・流域環境への改善評価 1 ▲ .

.◆.

..・.
,.・・.・/

鶴居型バイオガスシステム

液肥とエネルギー利 合理的な 外部資本とパートナ
用の仕組み 集中型技術開発 -シップの手法

図 本構想におけるPDGAサイクルの具体的計画例
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7.3.2中間評価と事後評価

(1) 中間評価
計画期間の中間年となる平成 32ィー‐皮に実施する

1) バイオマスの種類別利用状況

2,1」頁の表で整理 ー芹バイオマスの秤類ごとに、5 年経過時.点での賦行員、利用量、

利用率を整理し、販売状況についても検討する,,

これらの数値は、バイオーデス活用施設における利用状況、廃棄物処理施設の受入量

実績値、事業者への1購取り調金、各縫統計資料等を利用して算定する。

なお、できる限り仝、ての数値を侮キ更新するように努めるとともに、が捉力法につ

いても継続的に検証し、より正確な数値の把握、検討に努める。

2) 取組の進捗状況

7,1」立の取組工程に基づいて、2つの重点施策ごとに取組の進捗状況を確認する,

利用量が少な＼＼ 進捗が遅れ‐〔いる筆の場合は、原因や課題を耕理する

3) 構想見直しの必要性

進捗状況の確認で袖謂された原因や課題に基づいて、ノ必要に応じて目標や取組内容を

見直し、事業の永続性・健全性の確保に努めろ。

①課題への対応
各麻紀における課題への対応も針を整理する、

②嘱想見直しの必要性
①の結果を基に、鶴居村バイオマス産業都市構想や各施策〔ブー1ジコ.クト) の実行

計画の見直しの必套1竺につ)、て検討する“

4) 構想の実行

日標や橘想を見直した場合を含めて、その達成ド向け好取組を実施する

(2) 事後評価

計回期間が終「する平成 37年度券目途に、計画期間終 r時点における (11 と同じ「バ

イオマスの種類別利用状況-「取組の進捗状況i に加えて、以下の項目等について実施す

る .,



1) 指標の設定
バイ‐マスの利用量・利用率以外に、本村の』競組の効果を評術・検;.iナる指標によ

り効果を測定する,

評価塙襟は 7‐3項の劉を参考にして設定する。

2) 改善措置等の必要性
進捗状況の確認、や評価推標にふる効果測定筆により柚出された各取組の原凶や課題

について、改善措置等の必要・PLを検討◆繁鉾する。

3) 総合評価
計画期間全体の達成状況に′:)い-ぐ総合評価を行う。

前項で検討・整理Lた改善措置等の必婆性や社会情勢の変化等を踏まえ、計画期間

終了後の ]標達成の見通いこ/)いて検討・整理する。

鶴居村バイオガス幹進協議会に上記内容を激告し、次期構想策定に向けた課題整理

や今後有効な取組について助言者ネ身【検討を行う。
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8 他の地域計画との有機的連携

8.1 村内計画との有機的連携

ィ・構想は、「夢‐・チャレンジ・鶴居びと四季の詩が流れる大ー世1の実現を目指す↓第 4

次鶴居村総合計‐面 -を最L位瀞画として、平成 27年度に策定しか「鶴居+ずまち・ひと・

しごと創生総合戦略及び鶴居村人ロごジゴンーなどの利の計画と涼携・糖合を図りなが

ら、バイオマス.み髪都市の実現を]指す。

北海道は、平成 25 年度に北海通バイメマメ福州計画を策定し、バイオv ス利用の促進

を図っている,,この中、で、家畜排せつ物については、堆肥利用に刀-1え、メタン発酵寺の

カスケード利用、高度ね」雨を推進するとしている 派た、平成 22 には北海道剛球温暖

化推進計画を策定し、バイオマス宛澱など発電分野への再生可能ェ女′レギ・‐の利鳥の私

大、バイオヘマスの約一括用の推進を図っ‐〈いる,,北海道の ,ニうした施策とも連携 して、本

構想を推世 Lていく。

また、本バイオ・マス産業都市構想で進める事美は本村でのー也球温暖化刈束の中核とも

なるものである 事業の欠現を進める中で、グリーンプラン・パー トナ・ーシップ事業 {Gi'1'

事業)者受けた本村の漏-纂fヒ腕-r‐対策も進めていく

この袴か、必要に応じ、て、岡辺 -.-治体や都道府県外等を含む関係機関におりる構想 ◆

計画・取組等とも遠携を図りながら推進する

表 本構想と連携する地域計画-覧

破き村第4次

総合計画

　　　　　　　

と・しこと創生

轍合戦略

,
轍含戦略

1

　　　　 　
　

　　 　
平成20 年 平域20 年 将来のおらづくりの指針として H20 年度から

3月 ~

平就29 坪

平成28年

2月

平成 27iF

平成31 ヰ

H29 年度までの 10 年間を計画期間とする鞄 4

次鶴居村総合計画を策定した。新エネルギーにつ

いて慣行定のエネ」レギーヘの依存解消や地‐求淋B審

化防止の観点から、新たなエネルギーの導入に向

1ブた取り組みが求められているが、親任、具体的

な取り緩みには至つていなし、とし、太陽熱やバイ

オマス燃蜂などの有効利明に同1ブだ言及啓発と電

杏研究を千な施策・事業としてし、る、

村でー三人U減少対会に刺癒すべ<、人□の動向分

村や 2060 年までの人□挫言1及び将来展望を示

す「鶴居村人□ビジョン」並びに「僕后村人[ビ

ジョン」に定めた将来目標人□を逗助けるための

今後5か年の施策等を示す「際后村まち・ひと・
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平
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筋

刺

(

鶴居村酪農・肉 平成 28 年 .半成 28 年

用牛生産近代 5月

化計画琶 半域37 年

鶴居村瀞磁化 平成29 坪 平成27ー2013 年

対策実行計画 2月

(区域施策線) iF成 62(20ミぬ}年

バイオマス活

用推進計画

平成29 年 平成29 年度

(策定予定) ~

平成33年麦

しこと創生総合戦略」を平成27 年度中に旨定し

た“

長峯の高謙化と成長建築化の具体的な事業として

-バイオマス産業都市種端に基づく家畜排せつ物バ

イオガス等再牛可影エネルギー地域循員推進1$饗

(新規)を挙げている,平成26 坪麦末時点では

再生エネルギー施奪離党率は 0%であるが、平成

31 年度末r=は 30%ILすることを数値目標とし

ている、

スラリー状の家畜排せつ物の豪気低減や豹琢温暖

化防止など-こ1劃1ブ、施設塾脂費や縫掩誓罪コスト、

消化液等の処理・利用に留意し、家畜排せつ物の

メタン発猿などエネルギー活用等を地域の実時を

倦まえながら推進する‘

第4次鶴居村総合計画のもと策定された環膳基本

計回の下1立に1立置づーブられ、利男、事業所、行一敗

の舞主体が、それぞれの役割に恥じた温室効果ガ

スの排出規制対策を総合的かつ計画的に樵達する

ことを目的として策定された.哀楽におーブる温室

効米ガスの排出三は、軽麹の侠月及び家畜排せつ

勿が半数以上を占めている。軽…正は主に農業用蝶

棚で使われ、家畜排せつ物はバイオガスを活用す

ることにより温室効冥ガス…奔出室を削減できると

し、削減目標の実現に向けた殴り掴み方針として

し、る r

本計画と並行して策定されるもので、バイオマス

の安定的な木」活用を喚証するために、バイオマス

利用量の調査、計画の進捗状況や目標の達域状況

なとを受へ施する.
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